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研究成果の概要 

3 人以上の個人の間の高次の相互作用を伴う社会ネットワークをハイパーグラフにより表現し、

密に相互作用し合う個人の集団、つまり高次コミュニティ構造を正確に推定および可視化する技術

が求められている。本研究では、現実のハイパーグラフの構造的特徴を考慮して高次コミュニティ

構造を推定する確率的ブロックモデルを提案し、推定した高次コミュニティ構造を正確に保存した

ままノードを低次元空間に埋め込む方法を開拓する。 

本年度は、ノードが複数のコミュニティに属する可能性を考慮した混合メンバーシップ確率ブロッ

クモデルと t-SNE や UMAP などの次元削減法を組み合わせた手法 HyperNEO を提案した。

提案手法は、ノードの推定されたコミュニティ・メンバーシップを正確に保持するノード埋め込みを

生成する。合成ハイパーグラフと経験的ハイパーグラフの両方で提案法の有効性を明らかにし、コ

ミュニティ属性と関連するノード属性を学習に組み込むことで推定と可視化の両方の質が改善する

ことも明らかにした。この成果は、ソーシャルネットワーク分析を扱う国際論文誌 Social Network 

Analysis and Mining に採択された [論文誌 1]。さらに、米国の大学間の共同研究関係から成るハ

イパーグラフに提案法を適用し、密に共同研究を実施した大学群および研究分野との関連性を分

析した。その途中成果を国際会議 Complex Networks 2024 にて発表した [国際会議論文 2]。ま

た、ハイパーグラフの基礎分析技術であるノードおよびハイパーエッジのサンプリング手法の研究

も行い、その途中成果を国際会議 Complex Networks 2024 にて発表した [国際会議論文 3]。こ

れら 2件の国際会議論文の拡張版の成果の見通しも経っており、現在ジャーナル論文としてまとめ

ている。 
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